
（5歳児の作品）

海の仲間たち
「ぼくも一緒に泳ぎたいな〜！」
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幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

皆
さ
ま
に
は
、い
つ
も
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
と
最
善
の
利
益
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児

教
育・
保
育
の
無
償
化（
以
下「
保
育
無
償

化
」と
い
う
。）に
つい
て
は
、今
後
、国
の
方
針

等
を
踏
ま
え
て
、保
護
者
や
各
保
育
所
の
皆

さ
ま
に
対
し
、丁
寧
な
説
明
や
周
知
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、今
回
は
、

現
時
点
で
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
主
な
概
要

や
基
本
的
考
え
方
に
つい
て
、ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

1
　
保
育
無
償
化
に
関
す
る
経
緯
及
び
概

要
に
つ
い
て

保
育
無
償
化
に
つ
い
て
は
、「
新
し
い
経
済

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
平
成
29
年
12
月
8
日

閣
議
決
定
）及
び「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
2
0
1
8
」（
平
成
30
年
6
月

15
日
閣
議
決
定
）に
お
い
て
そ
の
方
針
が
示

さ
れ
て
き
ま
し
た
。平
成
30
年
12
月
28
日

の「
幼
児
教
育・高
等
教
育
無
償
化
の
制
度

の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
」（
関
係
閣
僚
合

意
）を
受
け
、平
成
31
年
2
月
12
日
に「
子

ど
も・
子
育
て
支
援
法
の一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、国
会
で
の
審

議
を
経
て
、令
和
元
年
5
月
10
日
に「
子
ど

も・子
育
て
支
援
法
の一
部
を
改
正
す
る
法

律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

保
育
無
償
化
は
、保
育
の
負
担
軽
減
を
図

る
少
子
化
対
策
と
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形

成
の
基
礎
を
培
う
保
育
の
重
要
性
に
鑑
み

て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

法
律
に
よ
り
保
育
の
質
が
制
度
的
に
担
保

さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、広
く
国
民
が
利
用
し

て
い
る
幼
稚
園
、保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園

及
び
地
域
型
保
育
等
を
利
用
す
る
3
歳
か

ら
5
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
利
用
料
及
び

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
0
歳
か
ら
2
歳
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、待
機
児
童
問
題
に
よ
り
、認
可
保

育
所
に
入
り
た
く
て
も
入
れ
ず
、や
む
を
得

ず
認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用
せ
ざ
る
を

得
な
い
子
ど
も
た
ち
に
つい
て
も
、代
替
的
な

措
置
と
し
て
、保
育
の
必
要
性
が
あ
る
と
認

定
さ
れ
た
3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
て
、認
可
保
育
所
に
お
け
る

保
育
料
の
全
国
平
均
額（
月
額
3.7
万
円
）ま

で
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

保
育
無
償
化
に
は
、消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
国
と
地
方
へ
分
配
さ
れ
る
増
収
分
を

活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。財
源
負

担
に
つ
い
て
は
国
1
／

2
、都
道
府
県
1
／

4
、

市
町
村
1
／

4（
公
立
保
育
所
等
に
つ
い
て

は
、市
町
村
等
10
／

10
）と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

初
年
度（
2
0
1
9
年
度
）に
つ
い
て
は
、地

方
消
費
税
の
増
収
分
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、全
額
国
費
で
負
担
さ
れ
る
こ
と

と
な
って
い
ま
す
。　
　

2
　
食
材
料
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て

今
般
の
保
育
無
償
化
で
は
、保
護
者
が
直

接
負
担
し
て
い
る
費
用（
通
園
送
迎
費
、行

事
費
な
ど
）は
、無
償
化
の
対
象
外
と
な
っ
て

子
ど
も
家
庭
局
保
育
課 

保
育
課
長 

児
森 

圭
介

無償	
	

����������������

３歳〜５歳�

保育の必要性

の認定事由に
該当する子供	

・共働き家庭	

・シングルで働いて
いる家庭	

など	

利用	

利用	

利用	
	

複数利用	

幼稚園、	
保育所、	

認定こども園、	
就学前障害児の発達支援	

（幼稚園は月額２．５７万円まで）	

（複数利用）	

幼稚園の預かり保育	 幼稚園の利用に加え、	
月額1.13万円まで無償	

認可外保育施設、	
一時預かり事業など	

幼稚園、	
保育所、	

認定こども園	

就学前	
障害児の
発達支援	

ともに無償	
（幼稚園は月額２．５７万円まで）	

月額3.7万円まで無償	

３歳〜５歳�

上記以外	

・専業主婦（夫）
家庭　など	

利用	

複数利用	
ともに無償	
	

無償	
	

幼稚園、	
認定こども園	

（幼稚園は月額２．５７万円まで）	

（幼稚園は月額２．５７万円まで）	

幼稚園、認定こども園、	
就学前障害児の発達支援	

※　住民税非課税世帯については、０歳から２歳までについても上記と同様の考え方	
　により無償化の対象となる（認可外保育施設の場合、月額４．２万円まで無償）。	
	
	

（注１）幼稚園の預かり保育や認可外保育施設を利用している場合、無償化の対象となるためには、お
住いの市町村から「保育の必要性の認定」を受けることが必要。	

	
（注２）認可外保育施設については、都道府県等に届出を行い、国が定める基準を満たすことが必要。
ただし、基準を満たしていない場合でも無償化の対象とする５年間の猶予期間を設ける。	

	
（注３）例に記載はないが、地域型保育も対象。また、企業主導型保育事業（標準的な利用料）も対象。	

＋	

＋	
就学前	
障害児の
発達支援	

第196号
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い
ま
す
。

特
に
食
材
料
費
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も

基
本
的
に
、実
費
徴
収
又
は
保
育
料
の一
部

と
し
て
保
護
者
の
方
が
負
担
し
て
き
て
い
た

こ
と
か
ら
、保
育
無
償
化
に
お
い
て
も
こ
の

考
え
方
を
維
持
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

・ 

1
号
認
定
子
ど
も（
幼
稚
園
等
）・2
号
認

定
子
ど
も（
保
育
所
等
の
3
～
5
歳
）は
、

主
食
費・副
食
費
と
も
に
、施
設
に
よ
る
徴

収
を
基
本
と
す
る
。（
負
担
方
法
は
変
わ

る
が
、保
護
者
の
方
が
負
担
す
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。）

・ 

生
活
保
護
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
等
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
公
定
価
格
内
で
副
食

費
の
免
除
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、副
食

費
の
免
除
対
象
者
を
年
収
3
6
0
万
円

相
当
世
帯
ま
で
拡
充
す
る
。

・ 

3
号
認
定
子
ど
も（
保
育
所
等
の
0
～
2

歳
）は
、無
償
化
が
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
限
定
さ
れ
る
た
め
、現
行
の
取
扱
い
を

継
続（
主
食
費・副
食
費
と
も
に
、保
育
料

の一
部
と
し
て
原
則
と
し
て
保
護
者
が
負

担
）す
る
。こ
と
と
な
って
い
ま
す
。

な
お
、こ
う
し
た
方
針
に
対
し
て
、子
ど

も・子
育
て
会
議
等
で
は
、保
育
現
場
か
ら
、

以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

保
護
者
に
対
す
る
制
度
の
改
正
内
容
の
説

明
を
、施
設
任
せ
に
せ
ず
、行
政
が
責
任

を
持
っ
て
行
う
こ
と

・ 

施
設
に
よ
っ
て
、極
端
に
高
額
な
実
費
や
、

過
度
に
廉
価
な
実
費
を
徴
収
す
る
事
案

が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
こ
と

・ 

保
護
者
か
ら
、徴
収
額
の
根
拠
の
説
明
と

と
も
に
、額
の
引
下
げ
を
求
め
ら
れ
、食
事

の
質
を
担
保
で
き
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る

こ
と

・ 

ア
レ
ル
ギ
ー
食
な
ど
配
慮
が
必
要
な
場
合

の
食
材
料
費
負
担
の
考
え
方

・ 
土
曜
日
や
病
欠
し
た
場
合
に
お
け
る
食
材

料
費
負
担
の
考
え
方

・ 

食
材
料
費
の
滞
納
者
に
対
す
る
対
応
と
行

政
の
関
与

こ
う
し
た
意
見
に
対
し
、今
後
、国
は
、保

護
者
向
け
の
分
か
り
易
い
広
報
資
料
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、施
設
の
徴
収
額
に
関
す

る
考
え
方（
現
在
公
定
価
格
に
積
算
さ
れ

て
い
る
月
額
4
5
0
0
円
が
目
安
と
な
る

等
）、ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
な
ど
特
別
食
の
取

扱
い
、土
曜
日
や
欠
席
時
の
取
扱
い
な
ど
に

関
す
る
通
知
を
発
出
す
る
こ
と
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、食
材
料
費
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、各

施
設
の
徴
収
努
力
に
加
え
、よ
り
確
実
な
費

用
徴
収
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、利
用
者
と

の
契
約
の
主
体
で
あ
り
、保
育
所
に
委
託
し

て
い
る
市
町
村
が
、ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い

く
方
法
が
あ
る
か
、市
町
村
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
国
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
具
体
策
が
ま
と
ま
れ

ば
国
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。

2
号
認
定
子
ど
も
の
副
食
費
を
施
設
に

お
い
て
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
に
伴
い
、

国
と
し
て
は
、で
き

る
だ
け
世
帯
負
担

が
増
え
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
年
収

3
6
0
万
円
未
満

相
当
世
帯
等
に
つい

て
、公
定
価
格
上
の

加
算
で
副
食
費
を

免
除
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

以
上
が
、保
育
無

償
化
に
係
る
主
な

概
要
等
と
な
り
ま

す
が
、具
体
的
な

取
扱
い
が
決
ま
っ
て

い
な
い
事
項
も
多

く
、本
市
と
し
て

も
、解
決
す
べ
き
諸

課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
保
育
関

係
者
の
皆
さ
ま
と

も
意
見
交
換
を
重

ね
な
が
ら
、10
月
か
ら
の
保
育
無
償
化
が
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、適
切
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【対象者・利⽤料��
 �

 ○ 無償化の対象となるためには、お住いの市町村から「保育の 
必要性の認定」を受ける必要があります。�

	

　　　（注）原則、通われている幼稚園を経由しての申請となります。「保育の必要性の認定」の要件については、
就労等の要件（認可保育所の利用と同等の要件）がありますので、お住いの市町村にご確認ください。	

�
 ○ 幼稚園の利⽤に加え、利⽤⽇数に応じて、最⼤⽉額1.13万円 
までの範囲で預かり保育の利⽤料が無償化されます。�

幼稚園の預かり保育を利⽤する⼦供たち�

認可外保育施設�を利⽤する⼦供たち�
【対象者・利⽤料��
�

 ○ 無償化の対象となるためには、お住いの市町村から「保育の 
必要性の認定」を受ける必要があります。�

	

　　　　（注１）保育所、認定こども園等を利用できていない方が対象となります。	
　	

　　　　（注２）「保育の必要性の認定」の要件については、就労等の要件（認可保育所の利用と同等の要件）	
　　　　　がありますので、お住いの市町村にご確認ください。	

�
 ○ ３歳から５歳までの⼦供たちは⽉額3.7万円まで、０歳から２歳
までの住⺠税⾮課税世帯の⼦供たちは⽉額4.2万円までの利⽤料が
無償化されます。�

�
【対象となる施設・事業��
�

 ○ 認可外保育施設に加え、⼀時預かり事業、病児保育事業、 
ファミリー・サポート・センター事業を対象とします。�

	

　　（注１）認可外保育施設とは、一般的な認可外保育施設、地方自治体独自の認証保育施設、ベビーシッター、

認可外の事業所内保育等を指します。	
	

　　（注２）無償化の対象となる認可外保育施設は、都道府県等に届出を行い、国が定める基準を満たすことが　

必要です。ただし、基準を満たしていない場合でも無償化の対象とする５年間の猶予期間を設けます。	

○ 就学前の障害児の発達⽀援を利⽤する⼦供たちについても、３歳から５歳
までの利⽤料が無償化されます。�

※　今般の無償化を契機に、質の向上を伴わない、理由のない保育料の引上げが行われることがないよう、新制度の対象と
ならない幼稚園においては、保育料を変更する場合、設置者は変更事由の届出が必要です。また、認可外保育施設等に
おいては、提供するサービスの内容や額に関する事項について、変更の内容やその理由の掲示を求めることとなっており
ます。	

【対象者・利⽤料】�
�

 ○ 幼稚園、保育所、認定こども園等を利⽤する３歳から５歳まで
の全ての⼦供たちの利⽤料が無償化されます。�

	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 ○ ０歳から２歳までの⼦供たちについては、住⺠税⾮課税世帯を

対象として利⽤料が無償化されます。�
	

　　　●　 さらに、子供が２人以上の世帯の負担軽減の観点から、現行制度を継続し、保育所	
　　　　 等を利用する最年長の子供を第１子とカウントして、０歳から２歳までの第２子は半額、	
　　　　 第３子以降は無償となります。	
	

　　　　　（注）年収360万円未満相当世帯については、第１子の年齢は問いません。	

�
【対象となる施設・事業】�
�

 ○ 幼稚園、保育所、認定こども園に加え、地域型保育、企業主導�
  型保育事業（標準的な利⽤料）も同様に無償化の対象とされます。�
 �
　　　　（注）地域型保育とは、小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、事業所内保育を指します。	

３歳から５歳までの幼稚園、保育所、認定こども園などを 
利⽤する⼦供たちの利⽤料が無償化されます。�

　　	

令和元年10⽉１⽇から�

※　０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子供たちも対象になります。	

●　幼稚園については、月額上限2.57万円です。	
	

●　無償化の期間は、満３歳になった後の４月１日から小学校入学前までの３年間です。	
	

　　　（注）　幼稚園については、入園できる時期に合わせて、満３歳から無償化します。	
	

●　通園送迎費、食材料費、行事費などは、これまでどおり保護者の負担になります。	
　 ただし、年収360万円未満相当世帯の子供たちと全ての世帯の第３子以降の子供たち	
　 については、副食（おかず・おやつ等）の費用が免除されます。	
	

●　子ども・子育て支援新制度の対象とならない幼稚園については、無償化となるための
認定や市町村によって償還払いの手続きが必要な場合がありますので、お住まいの　
市町村にご確認ください。	

幼稚園、保育所、認定こども園等を利⽤する⼦供たち�

※　待機児童解消の実現に向けては、「子育て安心プラン」に基づき、女性就業率80％に対応できる保育の受け皿（2018
年度～2020年度末までに約32万人分）の整備を進めます。また、保育士等の処遇改善にも適切に取り組んでいます。	
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仲間
た
ち

今
回
は
、
昨
年
12
月
に
開
館
し
た
ば

か
り
の
北
九
州
市
立
子
ど
も
図
書
館

（
小
倉
北
区
城
内
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
の
施
設
に
つ
い
て
企
画
係
長
で
あ
る

坂
巻
敬
正
氏
と
主
任
の
伊
藤
嘉
奈
子

氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
．
北
九
州
市
立
子
ど
も
図
書
館
が
開
館

し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

A
．
子
ど
も
図
書
館
は
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て『
北
九
州

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
条
例
』（
平
成

27
年
）に
基
づ
き
整
備
さ
れ
ま
し
た
。市

内
の
図
書
館
の
児
童
部
門
の
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、北
九
州
市
初
の

子
ど
も
に
特
化
し
た
専
門
の
図
書
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Q
．
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
．［
地
下
1
階
］読
書
通
帳
機
、幼
児
閲
覧

室
、お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
、寝
こ
ろ
び
ス

ペ
ー
ス
、メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
、子
ど
も
ひ

ろ
ば
、赤
ち
ゃ
ん
の
駅
、子
ど
も
ト
イ
レ

　
　
［
１
階
］読
書
通
帳
機
、小
・
中
・
高
生
閲

覧
室
、調
べ
学
習
コ
ー
ナ
ー
、メ
デ
ィ
ア

コ
ー
ナ
ー
、新
聞
コ
ー
ナ
ー
、世
界
の
絵

本
と
地
図
の
コ
ー
ナ
ー
、ふ
る
さ
と
再

発
見
コ
ー
ナ
ー
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー

ナ
ー
、私
た
ち
の
ま
ち
の
児
童
文
学

コ
ー
ナ
ー

　
　
［
２
階
］大
研
修
室
、学
習
室
、児
童
図
書

研
究
室

　

※
各
フ
ロ
ア
に
は
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ラ
ー
（
地
下
１

階
：
黄
色 

１
階
：
青 

２
階
：
赤
）が
あ
り
ま
す
。

   

Q
．
北
九
州
市
立
子
ど
も
図
書
館
は
ど
の
よ

う
な
施
設
で
す
か
。

A
．

　
●

事
業
内
容
…
子
ど
も
向
け
の
専
門
図
書

館
と
し
て
の
通
常
の
図
書
館
機
能
の
他

に
、学
校
図
書
館
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

を
持
ち
各
区
の
図
書
館
を
通
じ
て
団
体

図
書
貸
し
出
し
や
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
●

開
館
時
間
…
平
日
９
時
30
分
～
19
時
00

分
、土
・
日
・
祝
休
日
９
時
30
分
～
18
時

00
分

　
●

休
館
日
…
月
曜
日（
祝
休
日
の
場
合
は

翌
日
）館
内
整
理
日（
原
則
と
し
て
月

末
）特
別
整
理
期
間
、年
末
年
始（
12
月

29
日
～
1
月
3
日
）

　
●

利
用
対
象
者
…
基
本
は
18
歳
以
下
が
対

象
で
す
が
、大
人
の
方
も
利
用
で
き
ま

す
。

　
●

職
員
配
置
…
館
長
、係
長
2
名
、職
員

６
名（
正
規
３
名
、嘱
託
3
名
）の
計
9

名
で
す
。こ
の
う
ち
2
名
が
図
書
館
司

書
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。窓
口
は

業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。他
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
約
20
名
ほ
ど
登
録
し
て

お
り
、返
却
さ
れ
た
本
を
も
と
の
位
置

に
も
ど
し
た
り
、本
棚
の
整
理
を
し
た

り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
月

に
数
回
行
わ
れ
る
お
は
な
し
会
に
は
現

在
5
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

Q
．
開
館
し
て
か
ら
の
利
用
状
況
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

A
．
保
育
所（
園
）や
幼
稚
園
の
団
体
利
用
が

す
で
に
数
件
あ
り
ま
し
た
。平
日
は
多

い
時
で
6
0
0
～
8
0
0
名
、土
日
祝

日
は
1
0
0
0
名
以
上
の
方
が
利
用
し

て
い
ま
す
。

Q
．
子
ど
も
図
書
館
の
特
色
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

A
．
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
な
開
放

的
な
造
り
に
し
た
子
ど
も
向
け
の
専
門

図
書
館
で
す
。特
に
地
下
１
階
の
閲
覧

室
は
優
し
く
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
。大
き
な
窓
は
子
ど
も
広
場
と
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繋
が
っ
て
お
り
、開
放
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
か
わ
い
い
動
物
の

椅
子
な
ど
も
素
材
や
固
さ
、大
き
さ
な

ど
考
え
ら
れ
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。赤
ち
ゃ
ん
の
駅
も
あ
る
の
で
お
む

つ
交
換
や
授
乳
を
安
心
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　

世
界
の
絵
本
と
地
図
の
コ
ー
ナ
ー
、ふ

る
さ
と
再
発
見
コ
ー
ナ
ー
、私
た
ち
の

ま
ち
の
児
童
文
学
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ

り
、“
ふ
る
さ
と
”北
九
州
の
こ
と
、世
界

の
こ
と
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。図
書
館
の
本
は
司
書
資
格
を
持
っ

た
職
員
が
良
書
の
中
か
ら
選
ん
で
お

り
、選
書
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、北
九
州
市
内
の
図
書
館
で
初
め

て
銀
行
の
預
金
通
帳
の
よ
う
に
貸
し
出

し
日
や
本
の
タ
イ
ト
ル
等
、借
り
た
本

の
履
歴
を
残
す
こ
と
が
で
き
る『
読
書

通
帳
』を
導
入
し
ま
し
た
。

Q
．
読
書
通
帳
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

A
．
読
書
通
帳
は
市
内
在
住
も
し
く
は
市
内

に
通
学
し
て
い
る
18
歳
以
下
の
方
で
あ

れ
ば
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。読
書
通

帳
機
は
地
下
1
階
と
1
階
に
2
台
設
置

し
て
い
ま
す
。通
帳
1
冊
に
は
2
1
6

冊
分
の
貸
し
出
し
記
録
が
印
字
で
き
、

1
冊
を
使
い
き
っ
た
ら
、記
念
ス
タ
ン

プ
を
押
し
ま
す
。市
内
の
他
の
図
書
館

で
借
り
た
本
も
返
却
前
で
あ
れ
ば
印
字

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

読
書
通
帳
は
目
に
見
え
る
形
で
読
書

の
記
録
が
残
り
、大
き
く
な
っ
た
時
に

懐
か
し
く
感
じ
た
り
、保
護
者
の
方
に

と
っ
て
は
読
ん
で
あ
げ
た
本
の
記
録
と

し
て
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
を
楽
し
む

き
っ
か
け
作
り
に
も
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

Q
．
子
ど
も
図
書
館
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
や
お

は
な
し
会
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

A
．
子
ど
も
図
書
館
の
お
は
な
し
会
だ
よ

り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。現
在
、5
つ
の

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

子
ど
も
図
書
館
で
活
動
し
て
お
り
、月

５
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
お
は
な
し
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。内
容
は
乳
幼
児
向

け（
0
～
2
歳
児
位
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
向
け
）と
幼
児
向
け（
３
～
6
歳
児

位
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
向
け
）、小
学

生
向
け
に
分
か
れ
て
お
り
、絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、わ
ら
べ
う
た
、手
遊
び
歌
な

ど
年
齢
に
合
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Q
．
開
館
に
あ
た
っ
て
た
く
さ
ん
の
ご
協
力

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
…

A
．
篤
志
家
の
方
か
ら
オ
ブ
ジ
ェ
や
世
界
の

絵
本
と
地
図
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
あ

る
も
の
と
同
じ
地
球
儀
な
ど
の
寄
贈
を

受
け
る
な
ど
、よ
り
充
実
し
た
子
ど
も

図
書
館
に
な
る
よ
う
に
と
、多
く
の
方

か
ら
心
の
こ
も
っ
た
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

Q
．
開
館
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A
．
昨
年
の
12
月
22
日
に
開
館
の
式
典
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
日
は
雨
が
降
り
、残
念

に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、オ
ブ
ジ
ェ

の
お
披
露
目
会
に
な
っ
た
と
た
ん
雨
が

や
ん
で
晴
れ
模
様
に
な
り
、胸
を
な
で

お
ろ
し
た
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。

　
　

団
体
利
用
に
つ
い
て
は
時
間
の
制
限
は

な
く
、事
前
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

読
み
聞
か
せ
や
館
内
見
学
も
で
き
ま
す

の
で
、是
非
保
育
所（
園
）の
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビュア
ー 

保
育
北
九
州
編
集
委
員
）

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
〉

お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
た
く
さ
ん

の
方
に
子
ど
も
図
書
館
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
い
、
本

の
す
ば
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
、
取
材
を
通
し
て
こ
の
図
書
館
の
魅

力
に
触
れ
、
是
非
ま
た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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第
62
回
　
全
国
私
立
保
育
園
研
究

大
会
に
参
加
し
て

令
和
元
年
6
月
11
日
～
13
日
、「
希
望
に

満
ち
た
子
ど
も
た
ち
と 

共
に
歩
む
た
め

に 

～
森
と
水
の
都 

熊
本
か
ら
元
気
を
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
第
62
回
全
国
私
立
保
育

園
研
究
大
会
熊
本
市
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
1
日
目
、「
鎮
西
高
校
ダ
ン
ス

部
」「
熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
」の
熱
い

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始

ま
り
、厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
保
育

課
企
画
官　

唐
沢
裕
之
氏
よ
り
行
政
説
明
、

全
国
私
立
保
育
園
連
盟
常
務
理
事　

塚
本

秀
一
氏
よ
り
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
制
度
等
の
話
を
お
聞
き
す
る
中
で
、北
九

州
の
研
修
制
度
が
充
実
し
て
い
る
事
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は「
世
界
か
ら
見
た
日
本
の

幼
児
教
育 

～
こ
れ
か
ら
の
保
育

の
質
と
は
～
」の
テ
ー
マ
で
田
熊

美
保
氏
、藤
森
平
司
氏
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
世
界
の
複
雑
化
・

不
安
定
化
・
多
様
性
が
よ
り
進
む
と
さ
れ
る

2
0
3
0
年
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
に
求

め
ら
れ
る
能
力
は
何
か
？
と
い
う
話
の
中

で「
他
者
が
決
め
た
事
に
従
う
の
で
は
な
く

自
ら
意
思
決
定
を
。行
動
さ
せ
ら
れ
る
の
で

は
な
く
行
動
す
る
。自
分
の
未
来
を
自
ら
が

形
作
る
。」と
い
う
事
が
と
て
も
印
象
に
残

り
ま
し
た
。私
自
身
も
保
育
の
目
的
を
再
確

認
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
未
来

を
作
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
そ
れ
を
使

う
ス
キ
ル
、態
度
や
価
値
観
な
ど
を
見
つ
け

て
い
け
る
よ
う
意
識
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
会
2
日
目
、第
9
分
科
会「
保
育
現
場

で
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

～
子
ど
も
の

命
と
健
康
を
守
る
実
践
に
つ
い
て
～
」に
参

加
し
ま
し
た
。
3
園
の
先
生
た
ち
か
ら
実

践
発
表
と
し
て
北
九
州
市
・
金
田
保
育
園

「
乳
幼
児
期
の
運
動
遊
び
を
通
し
て
子
ど

も
の
発
達
を
考
え
る
」　

札
幌
市
・

二
十
四
軒
保
育
園「
環
境
の
リ
ス
ク

を
地
域
連
携
の
保
育
環
境
に
変
え

て
」　

横
浜
市
・
社
会
福
祉
法
人
神

奈
川
労
働
福
祉
協
会「
法
人
全
体

と
し
て
の
取
り
組
み 

複
数
施
設
運

営
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
様
々
な
環
境
の

中
、子
ど
も
た
ち
の

為
に
よ
り
良
い
保

育
、環
境
、リ
ス
ク

管
理
等
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
実
践

さ
れ
て
い
る
事
が

よ
く
分
か
り
と
て

も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
分
科
会
助

言
者
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
猪
熊
弘
子
氏
か
ら
は「
子
ど
も
が
す

く
す
く
育
つ
園
づ
く
り 

～
新
保
育
指
針
に

基
づ
く
保
育
実
践
か
ら
安
全
を
考
え
る
～
」

と
題
し
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
で
一
番

大
切
な
の
は
子
ど
も
の「
い
の
ち
」を
守
る

こ
と
。
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
は

先
生
た
ち
の
人
生
と
園
を
守
る
こ
と
。事
故

は「
起
こ
る
も
の
」で
は
な
く「
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
も
の
」と
い
う
言
葉
は
共
感
す

る
こ
と
も
多
く
、改
め
て「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」

の
検
証
、振
り
返
り
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、新
し
い
時
代
の
保
育
に
必
要
な

事
は
本
当
の
子
ど
も
主
体
な
保
育
で
あ
る
。

「
や
ら
せ
る
」で
は
な
い
。
で
も「
放
任
」で
は

な
い
。「
放
置
」で
も
な
い
。子
ど
も
の「
や
り

た
く
な
い
！
と
い
う
主
体
性
」に
も
向
き
合

う
。
と
い
う
話
は
印
象

深
か
っ
た
で
す
。「
や
り

た
く
な
い
！
と
い
う
主

体
性
」も
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

大
会
3
日
目
は「
母

さ
ん
の『
あ
お
い
く

ま
』」と
題
し
て
も
の
ま

ね
タ
レ
ン
ト
コ
ロ
ッ
ケ

さ
ん
の
講
演
で
し
た
。

お
馴
染
み
の
も
の
ま
ね

か
ら
始
ま
り
、幼
少
期

の
話
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
話
、楽
し
い
話
も
沢
山
飛
び
出
す
中
で
、

「
あ
お
い
く
ま
」は
お
母
様
か
ら
の
言
葉
だ

そ
う
で
す
。「
あ
せ
る
な
」「
お
こ
る
な
」「
い

ば
る
な
」「
く
さ
る
な
」「
ま
け
る
な
」。
私
も

自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
日
々
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
会
最
後

は
、大
会
宣
言
と
次
の
開
催
地
で
あ
る
札
幌

市
へ
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
大
会
の
幕
は
降

ろ
さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
な
ど
様
々
な
制
度
改
革
が
続
く
中
で
す

が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
・
希
望
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、チ
ー
ム
全
体
で
質
の
高
い
保

育
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
う

実
り
多
い
研
修
で
し
た
。

松
美
保
育
園
　
米
　
岡
　
薫

研
修
・
一
期
一
会
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支部 況近 第22回
PART1
小倉北区篇

小倉北区には34の保育
所（園）があります。支部近
況では3回に分けて各園の
様子をご紹介しています。

モノレールの駅の近くにあります。近くの保育所や小学校
との交流が盛んで、春には一緒に小学校の畑に芋の苗を植え
ました。お散歩で水やりをするときには「大きくな～れ」と魔
法をかけて秋の収穫を楽しみにしています。

下富野保育所のテーマは「笑顔いっぱい!楽しいこといっ
ぱい!」です。畑の収穫物を使ってのクッキング、小さな生き物
の飼育、ピカピカ泥だんご作りなど毎日の生活の中でのワク
ワクを大切にしながら過ごしています。

当保育所は、近くに紫川が流れ、河畔公園やグランド等、四
季折々の自然に恵まれ、小学校、市民センター、地域の方との
交流がさかんです。今年度は、「一緒に遊ぼう。みてみて、きい
て。」をテーマに保育と子育て支援に取り組んでいます。

南小倉駅から徒歩5分の場所に位置し閑静な住宅街であり
ながら、園庭には桜や梅、いちょうなどの木があり、四季の移
り変わりが感じられます。自然に触れ子どもたちは、五感をた
くさん使ってのびのびと遊んでいます。

近隣の公園や板櫃川に出かけ、どんぐり拾いやこいのぼり
鑑賞など四季折々の自然事象に触れ、保育にとりいれていま
す。また、到津の森公園まで歩いていける立地条件を活かし、
散歩や親子遠足に出かけ、動物との観察やふれあいを楽しん
でいます。

南丘団地の1階に位置する南丘保育所。緑豊かな園庭が広
がり、春には桜や藤の花が咲き子どもたちの目を楽しませて
います。今町市民センターを拠点として地域・校区の小学校、
保育所と交流し、地域ぐるみで子育てに取り組んでいます。

園庭や隣接する公園で、のびのびと遊んだり、以上児は毎
年絵本をテーマにイメージを広げ、ゲーム大会や運動会、発
表会へと発展させたりしています。一人一人が輝きながら、
仲間作りができる保育所を目指しています。

75周年を迎えた当園は、地域との関わりも長く、三萩野祇
園では、子どもたちは地域の方と一緒に町内を練り歩き、お
囃子や太鼓の音が聞こえると見る人たちは沿道で応援して
くれます。地域の優しさに包まれた子どもたちは、太鼓の練
習を頑張っています。

1・2階が保育所、3・4階が南小倉市民センターという複合
施設の中にあり、日頃からセンターの他にも小学校やデイ
サービス、周望学舎の年長者の方々との交流を行っていま
す。地域の温かい見守りの中で元気いっぱいに育つ子どもた
ちです。

開所二十周年を迎えました。担当制により一人一人の生活
リズムを大切にし、あそびの時間を保障する保育を行ってい
ます。発達や興味に応じたあそびの環境の中で、好きな遊び
を毎日遊べるようにしています。

夜間におよぶ長時間保育実施園です。乳児期からの「人と
の信頼関係」を基盤に、「自分で試す、友だちと考える」ことを
大切にしています。「木育」を通して、都市部にあっても木に
親しみ、山に学ぶ経験をしています。

東篠崎保育所

当園は小学校が目の前にあり、年長組は交流事業がさかん
です。6月は、5年生とお芋の苗植えをしました。お芋の成長を
楽しみにしながら、時々小学校まで見に行っています。今年こ
そ、お芋がたくさん採れますように。

白銀保育所

下富野保育所 今町保育所

清水保育所 到津保育所

南丘保育所 上富野保育所

三萩野保育園 おぐまの保育所

小倉北ふれあい保育所（乳児部） 小倉北ふれあい保育所（夜間部）
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編 集 後 記 — ごみゼロの日—

「ご（5）み（3）ゼロ（0）」毎年5月30日・ごみゼロの日の語呂合わせです。
日本で美化運動と共に、ごみの減量化と再資源化を促す啓発活

動実施の記念日です。
当園でも、毎年5月30日には子どもたちと共に町内の美化を実施

していましたが、今は10月に「市民いっせいまち美化の日」として、
まち美化条例が施行され、自分たちのまちは自分できれいにと、子
ども達と町内の老人会の方と清掃活動を実施しています。
先般お参りで歩いている途中、4歳位の子どもを連れた親子に出

会いました。その子を見ているとビニール袋を持ち、溝や道路に捨
てられているごみやたばこの吸い殻、空き缶を拾って歩いている姿
を目の当たりにしました。お母さんは子どもの後ろに寄り添いごみ
を拾っている我が子を見守って歩いているのです。
お母さんにいつ頃から、ごみを拾う習慣がついたのですかと尋ね

たら、小さいときに家族で美化運動に参加してから、ごみを拾う習
慣がついたと話してくれました。4歳の子どもにはごみゼロの日は
関係ないのです。毎日がごみゼロなのです。無心にごみを拾う子ど
もの姿をみていると、何か心を動かされ感動し、近くのケーキ屋さ
んに駆け込み急いでケーキのご褒美をあげました。
ゴミ箱…漢字に直すと、護美箱。美を守る箱と読みます。
地球は私たち人間にとって、また多くの動植物にとってかけがえ

のない所です。しかし近年私たち人間の行いが原因となって地球環
境が破壊されています。
忙しい日常生活の中、4歳の子どものゴミ拾いを通し、一度立ち

止まって地球環境について子どもたちと考えてみようと思うので
す。地球を守るのは私たち人間です。

「
中
央
し
お
り
保
育
園
」へ
の
思
い

「保育北九州」編集長　西　敏 昭

雑

感

杉
の
実
保
育
園
の
園
長
で
あ
っ
た
私
に
、突
然

舞
い
込
ん
だ
中
央
保
育
所
の
民
営
化
公
募
の
話
。

八
幡
東
区
に
生
ま
れ
、育
っ
た
私
に
と
っ
て
、中
央

町
と
い
う
地
は
私
に
と
っ
て
は
一
番
栄
え
た
憧
れ

の
地
な
の
で
す
。

55
歳
の
時
脳
出
血
で
倒
れ
た
私
が
、そ
の
後
も

保
育
園
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
、い
ろ
ん
な
人
と
の

つ
な
が
り
を
持
ち
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

防
止
活
動
を
続
け
ら
れ
、そ
の
20
周
年
の
記
念
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
小
さ
い
け
れ
ど
思
い
の
こ
も
っ
た
小

学
校
を
建
て
ら
れ
た
と
い
う
達
成
感
、ま
た
、私
を

支
え
て
く
れ
た
職
員
た
ち
、そ
の
人
た
ち
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
形
と
し
て
現
し
た
い
と
考
え
た
の

が
、中
央
保
育
所
の
公
募
に
手
を
挙
げ
た
動
機
な

の
で
す
。

園
長
と
し
て
は
、臨
床
心
理
士
と
し
て
の
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド

の
保
育
実
践
、相
手
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
、共

感
す
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
保
育
、つ
ま
り
、子
ど

も
一
人
一
人
を
大
切
に
、保
護
者
一
人
一
人
を
大
切

に
、そ
し
て
職
員
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。保
育
士
不
足
の
折
、開
園
ま
で
に

人
手
が
集
ま
る
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、募

集
を
か
け
2
か
月
足
ら
ず
で
集
ま
り
ま
し
た
。お

願
い
し
た
方
、そ
れ
ぞ
れ
が
職
員
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
す
。日
ご
ろ
の
付
き
合
い
の
大
切
さ

を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

30
年
4
月
、旧
中
央
保
育
所
の
建
物
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。保
育
課
の
支
え
、保
護
者
の
皆
さ

ま
、中
央
保
育
所
の
元
の
職
員
の
皆
さ
ま
の
支
え

で
、少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ
て
い
き
ま
し
た
。31
年

3
月
18
日
新
園
舎
が
出
来
上
が
り
移
転
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
地
域
の
皆
さ

ま
が
、保
育
園
が
建
ち
、子
ど
も
た
ち
が
来
る
こ
と

を
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

園
舎
に
入
る
と
大
正
時
代
の
大
き
な
柱
時
計
が

子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。こ
れ
は
知
人

に
、ぜ
ひ
新
し
い
保
育
園
の
玄
関
に
飾
ら
せ
て
く

だ
さ
い
と
頼
み
込
み
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
時
計
で

す
。各
保
育
室
に
は
、子
ど
も
た
ち
が
ゆ
っ
た
り
、

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種
遊
び
コ
ー
ナ
ー

や
ソ
フ
ァ
ー
の
設
置
、目
線
に
合
わ
せ
た
四
角
い
窓

や
丸
い
形
の「
夢
の
窓
」、き
れ
い
な
空
気
の
中
で
過

ご
せ
る
よ
う
に
空
気
清
浄
器
の
設
置
、ホ
ッ
ト
な

便
座
、い
つ
で
も
外
で
遊
べ
る
幼
児
用
と
乳
児
用
の

園
庭
等
、子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

園
名「
中
央
し
お
り
保
育
園
」は
、「
中
央
」は
今

ま
で
の
中
央
保
育
所
を
受
け
継
ぎ
、「
し
お
り
」は

道
し
る
べ
と
い
う
意
味
で
す
。旅
人
が
山
道
を
通

る
と
き
に
、後
か
ら
き
た
人
の
た
め
に
小
枝
を
折
っ

て
目
印
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
さ
ん
の
人
生
の
道
し
る
べ
、保
護
者
の

子
育
て
の
道
し
る
べ
、地
域
の
子
育
て
支
援
の
道
し

る
べ
」に
な
り
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

や
っ
と
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
中
央
し
お
り

保
育
園
で
す
。今
か
ら
一
刻
一
刻
と
時
を
刻
み
、一
歩

一
歩
積
み
重
ね
て
い
き
、子
ど
も
、保
護
者
、職
員
、

地
域
の
方
々
が
寄
り
添
い
あ
え
る
保
育
園
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
と
も

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
し
お
り
保
育
園 
園
長　

岡 

本 

エ 

ミ 

子

（5歳児の作品）

とばた菖蒲まつり

「しょうぶの花、きれいだったよ！」


